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枠内に記入パネル製作用スライドマスタ
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バーチャル・パワー・プラント・プロジェクト

豊田市の再エネ（風力発電、太陽光、ごみ発
電 ）の地産地消を実現するために、再エネの
供給に合わせて、家庭等の様々な需要側エネ
ルギーリソースを組み合わせたグリッドサービ
スの実現に向けた検証をしています

『バーチャルパワープラント』は、多数の異なる設備をあたかもひとつの発電所のように機能させることをいい、
発電所と同様の新しいエネルギー供給源となります。各設備をつなげるICTの構築が大変ですが、この実証をふ
まえ、IoTの時代にふさわしいエネルギー供給システムを作りたいと考えています。

開発者の

ひとこと

豊田市の再エネを豊田市施設（約７０施設）に供給する「エネルギー地産地消モデル」を構築

2018年6月に実証を開始

共同実証
・豊田市 ・株式会社デンソー ・トヨタ自動車株式会社

・株式会社トヨタエナジーソリューションズ ・東邦ガス株式会社 ・アイシン精機株式会社

様々な需要側エネルギーリソースをICT（情報通
信技術）でコントロール。

⇒ 再エネが余っている時に充電する／需要をシ
フトする、足りない時に放電する／需要を抑える

豊田市
施設

豊田市の
再生可能エネルギー

施設・工場等
の蓄電池

家庭の空調・
給湯機

施設等の
空調

電気自動車
（PHV）

送配電網

再生可能エネルギーの
仮想的な地産地消

約70施設

現
状
・今
後

活用する需要側エネルギーリソース

多様な需要側エネルギーリソースとして、空調（市施設や家庭等）、水道設備の送水ポンプ、
電気自動車（PHV）、蓄電池、エネファーム等を活用した統合制御を実現

夜間の余った再エネに対して蓄電池充電や電力需要をシフト（上げDR）したり、昼間の不足
する電力需要に対して、蓄電池放電や電力消費抑制（下げDR）することで、地域の再エネ
地産地消比率を高める実証に取組中

引き続き、秋・冬季の実証を予定
季節の違いによる実効性等を評価・分析するとともに、将来の新サービス実現を目指します

地産地消実証における豊田市BGの電力需給 8月8日（単位：kW)

豊田市BG
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NAS電池
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バーチャルパワープラントシステム構成
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エネファーム 下げ

PHV 下げ

蓄電池下げ

NAS電池下げ

市施設下げ

PHV 上げ

市施設上げ

NAS電池上げ

蓄電池上げ

需要

エネファーム 上げ

発電量

DRによる需要削減分 DRによる需要創造分


